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       新       し       い       歴       史       教       科       書       を       つ       く       る       会       ／       同       東       京       支       部       （       共       催       ）     

       講       演       会       へ       の       事       前       の       お       申       し       込       み       は       不       要       で       す       。       お       問       い       合       わ       せ       は       お       電       話       、       フ       ァ       ッ       ク       ス       ま       た       は       メ       ー       ル       に       て       下       記       ま       で     

       受       付       時       間       /       月       曜       日       〜       金       曜       日              8       :       3       0       -       1       7       :       3       0     

       〒       1       1       2       -       0       0       0       5              東       京       都       文       京       区       水       道       2       -       6       -       3       -       2       0       3       
T       E       L       :              0       3       -       6       9       1       2       -       0       0       4       7              F       A       X       :              0       3       -       6       9       1       2       -       0       0       4       8              M       A       I       L       :              k       o       n       s       h       i       n       @       t       s       u       k       u       r       u       k       a       i       .       c       o       m     

       

昭       和       3       6       （       1       9       6       1       ）       年       生       ま       れ       。       横       浜       市       で       公       立       小       学       校       教       員       と       し       て       勤       務       。       楽       し       く       わ       か       り       や       す       い       授       業       づ       く       り       と       歴       史       人       
物       学       習       の       教       材       開       発       な       ど       に       取       り       組       む       。       元       自       由       主       義       史       観       研       究       会       理       事       。       現       在       は       Ｎ       Ｐ       Ｏ       法       人       歴       史       人       物       学       習       館       理       事       。       
〔       著       書       〕       『       歴       史       人       物       に       な       っ       て       み       る       日       本       史       』       （       高       木       書       房       ）       、       『       人       物       学       習       で       つ       く       る       歴       史       授       業              近       現       代       史       の       キ       ー       
パ       ー       ソ       ン       を       こ       う       取       り       上       げ       る       』       （       明       治       図       書       ）       。       共       著       に       『       教       科       書       が       教       え       な       い       歴       史       』       １       〜       ４       巻       （       産       経       新       聞       社       ）       、       
『       国       境       の       島       を       発       見       し       た       日       本       人       の       物       語       』       （       祥       伝       社       ）       な       ど       が       あ       る       。     

              

今       や       多       く       の       人       々       が       薄       々       知       る       よ       う       に       な       っ       て       は       い       る       が       、       日       本       の       学       校       現       場       は       限       り       な       く       「       ブ       ラ       ッ       ク       産       業       化       」       し       つ       つ       あ       る       。       し       か       し       、       そ       の       現       
実       の       厳       し       さ       は       一       般       の       人       々       に       伝       わ       っ       て       い       な       い       。       現       場       教       師       は       そ       れ       を       歯       痒       く       思       っ       て       い       る       が       、       そ       れ       も       今       や       あ       き       ら       め       の       境       地       に       近       づ       い       て       い       る       。              
い       く       つ       か       の       改       革       案       や       提       言       が       出       さ       れ       て       い       る       も       の       の       、       識       者       の       コ       メ       ン       ト       の       多       く       は       、       教       育       現       場       の       実       態       と       乖       離       し       た       空       論       だ       っ       た       り       、       か       え       っ       て       
現       状       を       さ       ら       に       悪       化       さ       せ       る       も       の       と       な       っ       て       い       た       り       す       る       。       こ       の       ま       ま       で       は       、       教       職       の       志       望       者       は       ま       す       ま       す       減       り       続       け       、       日       本       の       教       育       界       の       総       合       力       は       大       
き       く       落       込       ん       で       い       く       危       険       が       あ       る       。              
安       達       弘       氏       は       、       最       近       ま       で       勤       め       た       公       立       小       学       校       教       諭       と       し       て       の       豊       富       な       経       験       に       基       づ       く       独       自       の       分       析       に       よ       っ       て       、       今       の       学       校       の       現       実       が       ど       う       な       っ       て       お       
り       、       ど       う       い       う       解       決       策       こ       そ       が       ポ       イ       ン       ト       を       突       い       て       い       る       の       か       を       分       か       り       や       す       く       伝       え       る       こ       と       の       で       き       る       貴       重       な       存       在       で       あ       る       。       安       達       氏       の       話       を       聞       い       て       、       
日       本       の       学       校       が       再       生       す       る       た       め       の       有       効       な       方       策       を       一       緒       に       考       え       ま       し       ょ       う       ！       （       藤       岡       信       勝       ・       記       ）     

       （       木       ）     

       高       木       書       房       刊              〇       〇       〇       円     


